
年 月 日

○

○

＜第2回協議会について＞

1. 水防災意識社会再構築協議会（大淀川上流、大淀川下流、小丸川）合同開催

2. 平成28年8月31日（水）10:00～11:00

3. 宮崎河川国道事務所 別館３階会議室 

（宮崎市大工2丁目39番地）

➢

➢

➢

➢

＜これまでの経緯＞
・ 水防災意識社会再構築協議会（小丸川）の設立、第1回協議会の開催
・ 水防災意識社会再構築協議会（大淀川下流）の設立、第1回協議会の開催
・ 水防災意識社会再構築協議会（大淀川上流）の設立、第1回協議会の開催
・ 第1回幹事会開催（3協議会合同）

宮崎県政記者クラブ

　　　　　　　　　　　　　　　技術副所長　　　飯田 茂幸　（内線２０４）　
　　　　　　　　　　　　　　　調査第一課長　　東　和彦　（内線３５１）　

平成28年8月4日

「水害に強い地域づくりの更なる推進」を目指し、
大淀川上・下流、小丸川で減災に係る取組方針を策定します

平成28年5月30日
平成28年6月1日
平成28年6月2日

場 所 ：

発表記者クラブ

　国土交通省

九州地方整備局　宮崎河川国道事務所

平成 ２８ ８ ２４

記 者 発 表 資 料

8月31日（水）に第2回水防災意識社会再構築協議会（大淀川上流、大淀川下流、小
丸川）を合同開催します。

この協議会において、大淀川上・下流、小丸川の「減災に係る取組方針」を策定する
予定です。

防災・減災に関するソフト対策としては、平成17年水害を契機として、学識者やマスコミ、民間の防
災関係者達より「水害に強い地域づくりのあり方について」（提言）がなされ、国、県、市町では、こ
れを踏まえてこれまで取組を行ってきました。

一方、平成17年水害から11年が経ち、水防災に関し徐々に住民の意識が薄れつつある中、昨年９
月に鬼怒川の堤防が決壊するなど、大規模な水災害が全国で頻発している状況です。

国土交通省では、近年の水害の状況を踏まえ、新たに「水防災意識社会再構築ビジョン」として全
国の直轄河川とその沿川市町村において平成32年度を目途に水防災意識社会を再構築する取組
を行うこととしました。

大淀川・小丸川においても協議会を発足し、「施設だけでは守れない洪水は必ず起こる」との認識
のもと、水害に強い地域づくりの更なる推進に向けて取組方針を定め、国、県、市町が連携して一
体的、計画的に推進します。

会議名：

日 時 ：

問い合わせ先
国土交通省　九州地方整備局　宮崎河川国道事務所

TEL ０９８５－２４－８２２１(代表)　　　
TEL ０９８５－２４－８５０５(直通)　　　



第２回 水防災意識社会再構築協議会

（大淀川上流・大淀川下流・小丸川）

日時：平成２８年８月３１日（水）

１０：００～１１：００

場所：宮崎河川国道事務所 別館

三階会議室

議事次第（案）

１．開会

２．挨拶

３．議事

１）幹事会の報告

２）減災に係る取組方針について

４．その他

５．閉会
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所 属 等 氏 名

国土交通省 宮崎河川国道事務所 事務所長 鈴木 彰一

気象庁　 宮崎地方気象台 台長 小泉 岳司

宮崎県　 総務部 危機管理局長兼危機管理課長 平原 利明

            県土整備部 河川課長 阿佐 真一

都城市 市長 池田 宜永

所 属 等 氏 名

国土交通省 宮崎河川国道事務所 事務所長 鈴木 彰一

気象庁　 宮崎地方気象台 台長 小泉 岳司

宮崎県　 総務部 危機管理局長兼危機管理課長 平原 利明

            県土整備部 河川課長 阿佐 真一

宮崎市 市長 戸敷 正

国富町 町長 河野 利美

綾町 町長 前田 穣

所 属 等 氏 名

国土交通省 宮崎河川国道事務所 事務所長 鈴木 彰一

気象庁　 宮崎地方気象台 台長 小泉 岳司

宮崎県　 総務部 危機管理局長兼危機管理課長 平原 利明

            県土整備部 河川課長 阿佐 真一

高鍋町 町長 小澤 浩一

木城町 町長 半渡 英俊

○アドバイザー 宮崎大学名誉教授 杉尾 哲

○事務局　宮崎河川国道事務所 調査第一課

水防災意識社会再構築協議会（大淀川上流）　委員名簿

機 関 名

水防災意識社会再構築協議会（大淀川下流）　委員名簿

機 関 名

水防災意識社会再構築協議会（小丸川）　委員名簿

機 関 名
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水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン

関
東
・
東
北
豪
雨
を
踏
ま
え
、
新
た
に
「
水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
、
全
て
の
直
轄
河
川
と
そ
の
沿
川
市
町
村

（
10

9水
系
、

73
0市
町
村
）
に
お
い
て
、
平
成

32
年
度
目
途
に
水
防
災
意
識
社
会
を
再
構
築
す
る
取
組
を
行
う
。

＜
ソ
フ
ト
対
策
＞
・
住
民
が
自
ら
リ
ス
ク
を
察
知
し
主
体
的
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
「
住
民
目
線
の
ソ
フ
ト
対
策
」

へ
転
換
し
、
平
成

28
年
出
水
期
ま
で
を
目
途
に
重
点
的
に
実
施
。

＜
ハ
ー
ド
対
策
＞
・
「
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の
ハ
ー
ド
対
策
」
に
加
え
、
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
に
も
被
害
を
軽
減
す
る

「
危
機
管
理
型
ハ
ー
ド
対
策
」
を
導
入
し
、
平
成

32
年
度
を
目
途
に
実
施
。

排
水
門

主
な
対
策

各
地
域
に
お
い
て
、
河
川
管
理
者
・都
道
府
県
・市
町
村
等
か
ら
な
る
協
議
会
等
を
新
た
に
設
置
し
て

減
災
の
た
め
の
目
標
を
共
有
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
的
・計
画
的
に
推
進
す
る
。

A
市

B
市

C
町

D
市

対
策
済
み
の
堤
防

氾
濫
ブ
ロ
ッ
ク

家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定
区
域
※

＜
危
機
管
理
型
ハ
ー
ド
対
策
＞

＜
危
機
管
理
型
ハ
ー
ド
対
策
＞

○
越
水
等
が
発
生
し
た
場
合
で
も
決
壊
ま
で
の
時

間
を
少
し
で
も
引
き
延
ば
す
よ
う
堤
防
構
造
を

工
夫
す
る
対
策
の
推
進

い
わ
ゆ
る
粘
り
強
い
構
造
の
堤
防
の
整
備

天
端
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
が
、

越
水
に
よ
る
侵
食
か
ら
堤
体
を
保
護

（
鳴
瀬
川
水
系
吉
田
川
、

平
成

27
年

9月
関
東
・
東
北
豪
雨
）

＜
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
の
堤
防
構
造
の
工
夫
（対
策
例
）
＞

＜
住
民
目
線
の
ソ
フ
ト
対
策
＞

○
住
民
等
の
行
動
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク

情
報
の
周
知

・
立
ち
退
き
避
難
が
必
要
な
家
屋
倒
壊
等
氾

濫
想
定
区
域
等
の
公
表

・
住
民
の
と
る
べ
き
行
動
を
分
か
り
や
す
く
示

し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
改
良

・
不
動
産
関
連
事
業
者
へ
の
説
明
会
の
開
催

○
事
前
の
行
動
計
画
作
成
、
訓
練
の

促
進

・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定

○
避
難
行
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供

・
水
位
計
や
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置

・
ス
マ
ホ
等
に
よ
る
プ
ッ
シ
ュ
型
の
洪
水
予
報

等
の
提
供

＜
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の
ハ
ー
ド
対
策
＞

○
優
先
的
に
整
備
が
必
要
な
区
間
に
お
い
て
、

堤
防
の
か
さ
上
げ
や
浸
透
対
策
な
ど
を
実
施

横
断
図

※
家
屋
の
倒
壊
・
流
失
を
も
た
ら
す
よ
う
な
堤
防
決
壊

に
伴
う
激
し
い
氾
濫
流
や
河
岸
侵
食
が
発
生
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
区
域
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